
報告事項 オ

美術常設企画展示「収蔵品でたどる 鳥取の美術２５０年」の開催について

美術常設企画展示「収蔵品でたどる 鳥取の美術２５０年」の開催について、別紙の

とおり報告します。

平成２３年５月１９日

鳥取県教育委員会教育長 横 濵 純 一



美術常設企画展示「収蔵品でたどる 鳥取の美術２５０年」の開催について

平成２３年５月１９日

博 物 館

１ 展覧会名 美術常設企画展示「収蔵品でたどる 鳥取の美術２５０年」

２ 会 期 平成２３年６月１日（水）～６月２５日（土） 会期中無休

３ 会 場 鳥取県立博物館 第１・２特別展示室、エントランスホール

４ 主 催 鳥取県立博物館

５ 協 賛 日本通運、株式会社モリックスジャパン、株式会社吉備総合電設、三和商事株

式会社

６ 入 館 料 常設展示の入館料 一般 180（150）円

※（ ）は 20 人以上の団体。学生以下、70歳以上の方等は無料

７ 概 要 鳥取県の美術は初代鳥取藩主、池田光仲が 17 世紀中盤に狩野派の絵師を登用

したことに始まり、やがて江戸時代後期になって土方稲嶺、沖一峨ら多くの絵

師が活躍します。以来、日本画から洋画、彫刻、写真、工芸といった多様なジ

ャンルで、多くの作家が登場し、その活躍によって県内の美術は現在もなお発

展を続けています。

本展は、県立博物館の収蔵品の中から 100 点を超える作品によって、江戸後

期から現代までの鳥取県の美術の 250 年のあゆみを紹介します。

なお、この美術常設企画展示は、当初計画していた企画展「ジョルジョ・モ

ランディ展」が東日本大震災のため開催見送りとなったことに伴い、計画を変

更して開催するものです。

１ 主な出品作家

近世絵画 土方稲嶺、片山楊谷、沖一峨、島田元旦、黒田稲皐、他

日 本 画 菅楯彦、小早川秋聲、八百谷冷泉、中島菜刀、他

洋 画 香田勝太、森岡柳蔵、中井金三、前田寛治、伊谷賢蔵、笹鹿彪、他

彫 刻 長谷川塊記、早川巍一郎、辻晉堂、山本兼文、他

版 画 橋本興家、野崎信次郎、岡村吉右衛門、他

工 芸 瀬戸浩、前田昭博、岡村吉右衛門、生田和孝、他

写 真 塩谷定好、植田正治、岩宮武二、杵島隆

〔展示作品：約 110点、出品作家数：約 50 人（いずれも県ゆかりの作家）〕

２ 関連事業 ギャラリートーク（展示解説）

日 時；６月１１日（土）・２５日（土）両日とも午後２時から

場 所：展示会場

講 師：県立博物館学芸員

※参加無料（但し、入館券が必要）






